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Rotary International
District 2660 事務所：〒540-0001　大阪市中央区城見2丁目2番22号

　　　　ホテルモントレ　ラ・スール大阪
電話：06-6937-8171 ファックス：06-6937-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：ホテルモントレ ラ・スール大阪
会長：源　壽美子／幹事：稲垣良二／SAA：須田幸史朗
電子メール：rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：https://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 RE START ～人との繋がりを大切に～ 」

（2ページに続く）

母子の健康月間

みなさんこんにちは！
今日は梅雨明けか？と言うようなお天気で暑すぎますが九州

地方は大変な豪雨でした。謹んでお見舞い申し上げます。
明るい話題といたしましては、今日は朝から大谷選手が11日

から大リーグオールスターにDH２番で出場するニュースを聞い
て楽しみが増えました！今回は2刀流ではなく、バッターとして
ですが今期３２本塁打独走ですのでぜひオールスターでもホー
ムランをと期待しています。
さて、今週もロータリーについて少しお話しさせていただきま

す。なぜロータリーという団体名になったのか？みなさんご存知
ですか？
ロータリーの最初のクラブは、自由主義経済が過熱し、商道

徳の欠如する風潮に耐えかねた青年弁護士ポール・ハリスが、
友人3人と語らって、お互いに信頼のできる公正な取引をし、仕
事上の付き合いがそのまま親友関係にまで発展するような仲間
を増やそう、と考えたのが始まりでした。その最初の会合に集
まったのは、発案者の弁護士ポール・ハリス、石炭商のシルベス

奉仕の理想 うみ
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担当：山崎会員

ガバナー補佐訪問
第2回クラブアッセンブリー新年度懇親夜例会

担当：山崎会員

8月1日（火）

ター・シール、鉱山技師のガスターバス・ロア、仕立て屋のハ
イラム・ショーレの4人でした。 
「ロータリークラブ(Rotary Club)」という名称は、当初会

合を会員の事務所で輪番(持ち回り)(in rotation)で開いてい
たことから「Rotary」(回転する、回転式の)という呼称になっ
たと言われています。 
最初、「クラブの目的」として、 
第1 本クラブ会員の事業の利益の増大。
第2 通常社交クラブに付随する親睦及びその他の特に必

要事項の推進。 
会員間の相互扶助による会員の利益と社交クラブとしての

親睦が謳われていましたが、それだけではクラブの存在意義
がないという声に応じて2年後、 
 第3 シカゴの最大の利益の推進、及び市民の誇りと忠誠

とを市民の間に拡めること。が追加されました。
地域社会に対する貢献、公共への奉仕を謳ったこの第3項

の追加によって、ロータリークラブの活動の方向性が定まり、
類似の社交クラブのほとんどが歴史の流れの中で消滅してい
きましたが、ロータリーは、この方向性を実践の中で深化・洗
練させることで世界中に発展して今に至るそうです。 



（１ページより）

本年度第２回目の例会です。
先週の理事会での決定事項を報告します。
・ガバナー訪問時懇談会出席者は、会長・会長エレクト
・幹事・副幹事と地区派遣の山崎会員の５名となりま
した。

・鶴見区民まつりへの協賛が承認され、金魚すくい出店
で計画を進めています。

・日本語作文コンクールについて、昨年度同様の賞金額
で進めます。

・7/25に鶴見区長を訪問することとなりました。7/25の
夜例会は梅田スカイビルで計画しています。皆さまご
参集下さい。

シカゴ・ロータリークラブが最初に行った社会奉仕活動は、
公衆トイレの設置運動だったそうです。しかし無料の公衆トイ
レに反対する醸造組合と百貨店組合の妨害もあり、1907年の
提唱から完成まで3年を要しましたが、単なる寄付行為ではな
く市民運動にしていったことが、ロータリーの社会奉仕活動の
方向性を示唆しています。 
創立して2~3年たったところで、シカゴ・ロータリークラブ内

で、会員同士の親睦や金銭的な相互扶助を優先させようとする
「親睦・互恵派」と、精神的な仲間意識を大切にし、対外的な奉
仕活動を積極的に行っていこうとする「奉仕・拡大派」の対立が
起きたようです。
創始者のポール・ハリスや「サービスの哲学」を提唱したアー

サー・シェルドンは、「奉仕・拡大派」でしたが、クラブ内では少
数派でした。 
そこでロータリーの例会の中で歌を歌う(ロータリーソング)

習慣は、このクラブ内の路線対立でぎすぎすした雰囲気を和ら
げようと、シカゴ・ロータリークラブ5人目の会員ハリー・ラグル
スが呼びかけて当時の流行歌をみんなで歌ったのが、ロータ
リーソングを歌うようになった始まりとされています。

・ 使わないおむつと地域の課題がマッチング 西森やよいさん
（高知東RC） 地区補助金事業として余った未開封のおむつ
を活用

・ まずは自分の体を知ることから　白川美咲さん（大阪西南
RAC）RAC単独で地区補助金を活用し、生理の貧困に対す
る奉仕事業を実施

8月24日(木) 作文応募締め切り
日本語教育センターにて上位10作品程度
選別

8月31日(木) 鶴見ロータリークラブに日本語教育セン
ターより作文受領

10月3日(火) 作文審査表提出

10月10日(火) 審査結果を磯田先生に報告

 10月24日(火) 優秀作文表彰式
(日本語教育センターにて)

9月 鶴見ロータリー会員で作文審査
(会員全員参加による)

【横組記事】

【縦組記事】

【持続可能な母子の健康への取り組み】

７月は母子の健康月間

P42～45

D2820（茨城県）古河東RC　被害者は白雪姫　子供模擬
裁判開廷

コメント：
青少年奉仕としての活動だそうです。楽しみながら子供た
ちと交流をされています。鶴見RCでも出来そうですね。

 コメント：
男性も少しは知っておくことが大事かと思います。

【ロータリーアットワーク】P46～51

2022年6月12日RI・D2710　グループ6
IM特別講演要旨
元厚生労働事務次官／津田塾大学客員教授　村木 厚子
氏　女性がより活躍できる組織・社会づくり

コメント：
最近よく聞く言葉ですがじっくり読んでみるとなかなか興
味深いデータなどがあります。ぜひ読んでください。

【SPEECH】P4～8

累計　￥23,000.-

「ロータリーの友」 7月号記事紹介
広報・IT・会報・雑誌委員会報告 委員　中森　恭平

国際交流基金運営委員会報告 委員長
秀島　博規

幹事報告 幹事：稲垣 良二

第30回作文コンクール今後の日程

今年度の日本語作文コンクールの日程、賞金額が7月4日の
理事会で決議されましたのでお知らせします。作文の採点は昨
年度同様、会員全員にお願いする予定ですのでご協力のほど
よろしくお願いいたします。賞金額はコロナ以前に戻したいと
思っておりますが、本年度の寄付が来年度の予算原資になりま
すので、奮ってご寄付のほどお願いします。



担当：濃添会員

ケント・モリ氏のダンスについては、テーマ、講演者、来場者
との整合性を再度検討し、滋慶グループにも確認したうえで、8
月1日の実行委員会にて最終決定する。

秀 島 会 員 国際交流基金運営委員会より日本語作文コ
ンクールの日程をお伝えします。
ご寄付のほどよろしくお願い致します。

￥2,000-　　　　累計　￥16,000.-

7月11日【1796回】

会員数　 　 　 　 2 6 名

（内出席規定免除  9名）

出席会員   17名中 12名

出席免除会員  9名中  4名 

出 席 率 16/21  76.19%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 16名

前々回  18/21 Ｍ/Ｕ2名

修正出席率 6/27 178.26%

卓  話

担当：山崎会員

クラブフォーラム
クラブ奉仕部門

IM第3組ロータリーデーについて

１  オープニング・セレモニーの内容と時間的配置（渉外）

時間的に延長を避け、内容も中途半端にならないためにも、
講演と対談を別々に行うのではなく、最初から対談形式で実施
する方向を基本とする。
対談者にも確認したうえで、８月１日の実行委員会にて最終

決定する。

２　講演方式（総務）

厚い配布物やCDなどを当日配布しても、来場者はその後ほ
とんど閲覧しないこと、コストもかかること、可能な限り負担は
小さくして最大の効果を得ることなどに鑑みて、せいぜい見開
き1枚程度のものとする。８月１日に最終決定する。

３　当日の配布物（記録）

各クラブへの広報のための訪問は義務ではないこと、それに
要する時間とエネルギーとコストが大きいことから、各クラブの
会長、幹事の集まる燦々会（2023年11月22日）にて広報する。
そのためには、パンフレットは10月いっぱいくらいを目処に完
成させておく必要がある。

４　IM第3組各クラブへの訪問（登録・広報）

予算担当委員会からは、各担当委員会に、自分の予算内容
について報告をお願いしたい。見積書の必要なものは、可能な
時点で先方に要求してもらいたい。

５　予算について（予算）

・対談、開会式、閉会式などの際に、バックスライドをどのよ
うに設定するか、早い段階で考えておく必要がある。（会
場、SAA）

・各担当委員会は今後の役割を確認しておいていただきた
い。

・決定したテーマに基づいたパンフレットの第一原案は下
記のとおりです。

６　その他




